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の損傷や崩壊に至らないことを明らかにしている O そして，軟鋼船と同じ安全性を保証するために必要な 3 つの強度
基準を示している。すなわち， (1)最大許容応力基準 (2)最終強度基準 (3)疲労強度基準 を提案している。
第 3 章では，座屈許容設計された船体構造の最終強度を評価するためには，全船の最終強度解析を実行する必要が
あり，そのために複合荷重下での矩形板の非線形挙動を短時間で解析できる理想化矩形板要素を開発している。
第 4 章では，座屈を許容された高張力パネルが軟鋼パネルと同等の静的強度を有するための条件である， (1)最大許
容応力基準と (2)最終強度基準 を平板および溶接変形残留応力を有する矩形板に対して，具体的に適用し，これ
らを強度評価式として定式化している O
第 5 章では，波浪荷重に対する強度評価をマイナーの疲労被害則を適用し，第 3 の強度基準である (3)疲労強度基準
を具体的に提案しているO 疲労亀裂発生予想点に作用する 2 主応力を，等価な単軸応力に変換することで疲労被害が
取扱えることを示し その評価法を定式化しているo












この考えを実現するには これまでの軟鋼船に対する強度基準に対応して新しい 3 基準，すなわち，
(1)最大許容応力基準 (2)最終強度基準 (3)疲労強度基準 を提案しているO
溶接建造される船体構造パネルは溶接変形・残留応力が不可避で，このようなノマネルに対して前 2 者の強度基準を
具体的に定式化している O また第 3 の疲労強度基準に対しては，波浪荷重についての統計値を用い，マイナーの疲労
被害則に適用して定式化している。
次に就航中の60 ，OOODWTのバルクキャリアを高張力鋼を用いて再設計し，開発した理想化板要素を用いて最終強
度解析を実行して十分な強度があることを確認し，この構造強度設計思想の有効性を検証しているO
本研究は，パネルの局部座屈を許容した構造強度設計の新しい考えを示し，それを実用するための具体的な定式化
を行い，高張力鋼による船体構造の軽量化，高性能化に対して，この考えが，極めて有効であることを実証したもの
で，船体構造力学のみならず，一般の構造工学上も貢献するところが極めて大であるO よって，本論文は博士論文と
して価値あるものと認める O
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